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農業発展のキーポイント

• 技術開発と普及

• インフラの整備

– 水利灌漑，農道，区画整理

• 生産要素（農地，労働）の流動化

• 農家の増産インセンティブの付与

– 貸借契約とインセンティブ，自作農主義？

• 政策の歪みの是正
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農地と生産性を巡る論点

• 同じ農地であっても，自作の方が小作よりも
生産性が高いか？

• 貸借契約形態によって生産性は異なるか？

– 定額vs.刈分；インセンティブ，リスク，監視

• 経営規模によって生産性は異なるか？

– 雇用労働力 vs. 家族労働力，規模の経済

• 土地所有・アクセスの不平等
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メニュー

• 小農の世界・農業労働者の世界

– 宮嶋（1994）

• 農地貸借は生産性の高い農家に流動化する

– Deininger, Jin, Nagarajan (2008 EER)

• 契約形態と生産性

– Jacoby and Mansuri (2009 JDE)

• 日本の事例

– Arimoto (2005 JDE), Arimoto et al (2010 DE)
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農地所有の動向

– Otsuka (2007) 5



小農の世界vs. 農業労働者の世界
（宮嶋，1994）

小農の世界 農業労働者の世界

経営形態 小作地経営 直営地経営

労働力 家族労働力 雇用労働力

地域 東アジア • 中・近世ヨーロッパ
• 西・南アジア
• ラテン・アメリカ

農業労働者層 少ない 多い

政治的支配と
土地所有

乖離 結合

格差 小 大
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小農の世界vs. 農業労働者の世界

• 東アジアにおける小農の世界への移行要因

– 人口増→ 開墾の限界→ 要反収増→ 集約化

– 農業技術の変革：灌漑，田植，除草，施肥

• 人力を用いた集約的農業の経営の効率性

– 小作地経営＞直営地経営？

– 雇用労働者（農奴）のモラルハザード（怠惰）
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農業労働者の世界

• なぜ農業労働者の世界か？

– 監視は意外と容易（田植え，除草，収穫）

– 規模の経済がはたらく可能性

– 役畜や農機の必要性（藤田，2008）

• 「逆小作」：零細地主が大経営に農地を貸出

– 機械化による規模の経済性の発揮
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Deininger et al (2008, EER)

• 問1：農地貸借によって生産性は上がるか？

– 生産性の高い農家に農地は集まるか？

• 問2：農地規制は農地貸借にどのように影響
するか？

– 農地改革＝小作農の権利保護・強化

– 副作用？

• 農地の供給を阻害→農地貸借市場の縮小？
– Cf. 借地借家権，定期借地権
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農地規制

• 中間搾取の排除
– 徴税請負人（ザミンダール），名主層（太閤検地）

• 所有上限規制

• 小作料規制

• 解約規制
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モデル

• 農家の意思決定：

௟೔,ೌ,஺೔
௜ ௜,௔ ௜ ௜,௔

௜௡
௜ ௜

௜௡

௢௨௧
௜ ௜

௢௨௧

• 1階条件：

݌ ௟݂೔,ೌ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݓ

஺೔ ௜ ௜,௔ ௜
௜௡ （ ௜

∗：借入）

஺೔ ௜ ௜,௔ ௜
௢௨௧ （ ௜ （貸出：∗ܣ

௢௨௧
஺೔

௜௡ （ ௜ ∗ܣ ：自作）
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についての1階条件

12

ܣ
݌ ஺݂ሺܣ,  (#ߙ

ݎ െ ௢௨௧ܥܶ

ݎ ൅ ௜௡ܥܶ

貸出貸出自作自作借入借入



命題1

• 生産性が高いほど多く借り入れる

• 初期保有面積が小さいほど多く借り入れる

• ௜௡ ∗ ௢௨௧ ∗

• డ஺೔
∗

డఈ೔
– 最適経営規模は生産性の増加関数

– よって，初期保有面積を所与としたとき，生産性
が高い農家ほどより多く借り入れる
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命題1：証明

• ゴール：
డ஺೔

∗

డఈ೔
• についての1階条件：

– ஺೔ ௜ ௜,௔ ௜
௜௡  ∗

௔

• これを全微分すればよい．ただし，

– ∗
௔ は ௔の関数

– ݌ ௟݂೔,ೌ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݓ  ݈௔∗ ሺܣ; ,ߙ ,݌ ,ݓ ሻݎ
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命題1：証明

• ஺೔ ௜ ௜,௔ ௜
௜௡を全微分：

݌ ஺݂ఈ ൅ ݌ ஺݂௟ೌ
߲݈௔
ߙ߲ ൅ ஺݂஺

ܣ߲
ߙ߲ ൌ 0

• ௟೔,ೌ ௜ ௜,௔ ௜ を全微分：

݌ ௟݂ೌఈ ൅ ݌ ௟݂ೌ௟ೌ
߲݈௔
ߙ߲ ൅ ௟݂ೌ஺

ܣ߲
ߙ߲ ൌ 0

• 代入して計算すると
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命題1：証明

• ௜௡ ∗ ௢௨௧ ∗

– డ௔೔೙

డఈ
డ஺∗

డఈ
డ௔೚ೠ೟

డ஺̅
డ஺∗

డఈ

– డ௔೔೙

డ஺̅
డ௔೚ೠ೟

డ஺̅
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命題２

• ௜௡， ௢௨௧によって，自作に留まる

௟ ௨ の領域が決まる

• ௜௡， ௢௨௧が大きくなると自作に留まる の

領域が広くなる：
డఈ೗

డ்஼೚ೠ೟
డఈೠ
డ்஼೔೙

17

：についての1階条件	ܣܣ

݌ ஺݂೔ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݎ ൅ ௜௡ܥܶ （ ௜ܣ ൏ （借入：∗ܣ

݌ ஺݂೔ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݎ െ ௢௨௧ܥܶ （ ௜ܣ ൐ （貸出：∗ܣ

ݎ െ ௢௨௧ܥܶ ൏ ݌ ஺݂೔ ൏ ݎ ൅ ௜௡ܥܶ （ ௜ܣ ൌ （自作：∗ܣ



命題2：証明

• ゴール：
డఈ೗

డ்஼೚ೠ೟
 を ௢௨௧で表したい

• 材料：

– 階条件

• ݌ ௟݂೔,ೌ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݓ

• ݌ ஺݂೔ ,௜ߙ ݈௜,௔, ௜ܣ ൌ ݎ െ ௢௨௧ܥܶ

– 仮定：݂ ,ߙ ݈௔, ܣ ൌ ଵିఉభିఉమ݈௔ߙ
ఉభܣఉమ
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命題2：証明

• ௔
ଵିఉభିఉమ ௔

ఉభ ఉమを代入

– ௟ೌ ଵ
ଵିఉభିఉమ ௔

ఉభିଵ ఉమ (A.5)

– ஺ ଶ
ଵିఉభିఉమ ௔

ఉభ ఉమିଵ ௢௨௧ (A.7)

• (A.5)  ௔
∗  (A.7)に代入 ∗

• ௢௨௧ ∗ となる最小の ௟は？

– ∗ の下で で解くと：


డఈ೗

డ்஼೚ೠ೟
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命題３

• 外部賃金 が上がると

– 生産性が低い農家は離農 → 農地放出

• 結果，小作料が下がる

– 生産性が高い農家は農業に残る

• 借入を増やし，経営面積が大きくなる
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実証の流れ

• 第1段階：生産関数の推計

– 農家戸別の生産性指標を推計する

– 固定効果分析（2時点パネルデータ）

– 農家固定効果をその家計の生産性とみなす

• 第2段階：農地貸借の規定要因の推計

– Generalized ordered probit model
– 被説明変数：貸出，自作，借入 の３つの状態
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1982  1999 の変化
貸出：5.3%  10.7%
借入：2.0%  4.1%



Table 3

• 農地貸借比率は向上

• 所有地が小さい家計が借入

– 経営面積は均等化

• 資産が少ない家計が借入

– 貧困層に農地市場の恩恵 ・・・？
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農地貸借の規定要因推計

• ܲܯ ܣ̅ ൌ ଴ߚ ൅ ߙଵߚ ൅ ܣଶ̅ߚ ൅ തܮଷߚ ൅ ܭସߚ ൅ ܧହߚ ൅ 	଺ܱߚ
• ݎ ௜௡ܥܶ ൌ ଴ߟ ൅ ଵܵߟ ൅ ଶܼߟ ൅ ଽଽܦଷߟ

• ݎ ௢௨௧ܥܶ ൌ ଴ߜ ൅ ଵܵߜ ൅ ଶܼߜ ൅ ଽଽܦଷߜ
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教育 外部雇用機会

農地規制 家計属性



農地貸借の規定要因
被説明変数：1=貸出，2=自作，3=借入
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農地貸借の規定要因
被説明変数：1=貸出，2=自作，3=借入
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Table 5

• 借入をしやすい属性

– 生産性が高い農家

– 農地の初期保有が小さい農家

– 労働力が多い農家

• 貸出をしやすい属性

– 世帯主の教育高い農家 農外賃金が高い？

– 平均所得が高い村の農家
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Table 5

• 閾値の規定要因

– 農地規制は自作の領域を広げる
農地貸借を阻害させる

– ST/SC/OBCは農地貸借しにくい
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結論

• 農地貸借の結果

– 生産性が高い農家に農地が移動

– 経営規模が均等化する傾向

生産性と平等度が向上

• 農地規制は，農地貸借を阻害している

– 一時的な規制（農地改革）は資産を再分配し，生
産性を向上させ得るが，規制の長期的な存続は
農地の流動化を妨げる

29



文献

• Arimoto, Yutaka (2005) “State‐Contingent Rent Reduction and Tenancy Contract Choice” Journal of 
Development Economics, 76(2), pp.355‐375.

• Arimoto, Yutaka., Tetsuji Okazaki, and Masaki Nakabayashi (2010) “Agrarian land tenancy in pre‐war 
Japan” Developing Economies, 48(3):293‐318.

• Deininger, Klaus., Jin, Songqing., Nagarajan, Hari K. (2008) “Efficiency and equity impacts of rural land 
rental restrictions: Evidence from India,” European Economic Review, 52(5):892‐918.

• Jacoby, Hanan G., Ghazala Mansuri (2009) “Incentives, supervision, and sharecropper productivity” 
Journal of Development Economics, 88(2): 232‐241.

• Greene
• Otsuka, Keijiro (2007) “Efficiency and equity effects of land markets” Handbook of Agricultural Economics,

Vol 3.

• 藤田幸一（2008）「南アジアの農村社会構造と農業集約化：「東アジア小農社会」との対比で」竹中千春・
高橋伸夫・山本信人編『現代アジア研究２市民社会』慶應大学出版会

• 伊藤秀史（2003）『契約の経済理論』有斐閣

• 北村行伸（2009）『ミクロ計量経済学入門』日本評論社

• 宮嶋博史（1994）「東アジア小農社会の形成」溝口雄三・浜下武志, 平石直昭, 宮嶋博史編『アジアから考
える6：長期社会変動』東京大学出版会

• 中林真幸・石黒真吾編『比較制度分析・入門』第5章，有斐閣．

30


